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ポートランド市民のグリーン・エコライフ 
～ポートランド日本庭園における１年間のフェローシップ経験に寄せて～ 
 

平成 30年度文化庁新進芸術家海外研修制度（美術分野）１年研修員 
細野 達哉 
 
 
1. ポートランド日本庭園   -「場所」としての復活- 
2. ポートランドの街づくり  -３つの“ I ”- 
3. ポートランダーの価値観  -感応と共有- 
4. 生物文化多様性空間モデルとしての日本庭園  -共生の技と心- 
 
 
 
 
はじめに -庭師として在外研修に求めたもの- 
 
「私は日本の庭師です」と言うと、相手が日本を知る人で
あればおよそ世界中どこへ行っても興味と尊敬の眼差し
が向けられる。それ程に今や日本庭園のみならず日本の庭
園文化全体が国際的に注目されつつあることを、私は実体
験として知っている。しかし、このような世界からの注目
とは裏腹に、国内の庭師・造園業、そして日本庭園の実情
は決して悠長な状況とは言えない。国交省発行の平成 31
年（令和元年）の公共工事設計労務単価表を見ると、東京
都の造園工単価は21,200円であり、数多ある職人系工種
の中では最も低く、普通作業員との差額はわずか 100 円
である。造園工の担う作業内容全てが日本庭園にまつわる
ものではないにせよ、我々には植物の知識と自然観察に基
づく高度な剪定技術や景石組などの著しく文化的な造景
術、いわゆる職人技が求められる上、国家資格である一級
造園技能士の取得に実務経験 7 年以上が必要であること
を鑑みると、この差額は実に切ない。また、ほぼ日本の有
史以来連綿と独特の発達を遂げてきたと言える日本庭園
であるが、その美術的側面については芸術界の認知からは
外れており、例えば国の栄誉機関である日本芸術院の歴代
会員の中に造園家の名前は一人も無い。国内では住宅事情
や景気動向の影響を受けて日本庭園式の造園工事は大幅
に減少しており、その技術や知識、感性の伝承は難しい状
況にある。先述のように給与と労働条件のバランスの悪化
による若手職人の減少も大きな課題であり、それに伴って
今後の外国人労働者の参入についても注意が必要である。

日本の総人口の減少も確実となる中で、公共の文化財庭園
の運営費は現行として公費予算に頼るところが大きい点
にも不安がある。またそれらの管理業者の選定の仕組みも
入札が主流であり、これが業界と庭園にとって恒久的な最
善策とは考え難い。このように現代社会において国内の日
本庭園ならびに日本の庭園文化に対する価値観、またそれ
らを取り巻く仕組みをどのように再定義し再興せしめる
かは、我々造園業界のみならず、国家レベルの課題である。
いやむしろ、筆者のような一庭師の職や家族の将来にとっ
てこそ直接的で喫緊な問題のようにも思える。一体この先
どうなるのか。そう考えた時に、今こそこの分野の現代的
大義を見出さんとする義務感が沸き、今回の挑戦に至った。 
 
 この度、私は文化庁新進芸術家海外研修制度の助成を受
けて1年間の在外研修の機会を得た。これから日本庭園文
化の現代社会に向けた利活用と文化継承の意義について
応えてゆくためには、この分野に対するニュートラルでよ
り本質的な捉え方や伝え方を心得ておく必要があり、それ
には海外の日本庭園運営から実践的に学ぶことが最も効
果的と考えたからである。研修先はエコシティとしても人
気の高いアメリカ・オレゴン州ポートランド市に在って今
や世界中から注目を集めるポートランド日本庭園。当園の
Garden Curator（庭園文化・技術主監）内山貞文氏に師
事しながら Fellow Gardener として直接庭園運営に携わ
ることで、日本の庭師の将来像を見出したいと考えた。 

著者：細野達哉（ほそのたつや） 
日本の造園家・庭師。 
東京の造園業の家系に生まれる。東京
農業大学大学院造園学専攻博士前期
過程修了。１級造園技能士/樹木医/自
然再生士/登録ランドスケープアーキ
テクト（RLA）資格取得。造園分野を
総合的に捉え、学と技のバランスに重
点を置きながら日本庭園文化の国際
的･社会的利活用の意義を探究する。 
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1. ポートランド日本庭園 -「場所」としての復活- 
 
a. 需要の高まりとネットワーク化 
昨今、日本庭園は世界中に多くの愛好家を生んでいる。特
に海外先進国諸都市では緑の涵養や QOL に対する意識の
高まりに伴い、日本庭園特有の自然を尊重した造景手法や
技術、自然共生の思想にも大きな注目が集まっており、そ
れはもはや個人愛好家の限りではない。世界には既に450
箇所以上の日本庭園が存在し、公共公園、有料庭園、植物
園内やホテル等に至るまでその在り方は様々であるが、日
本式の庭園というその特別な場所性から国際社会に向け
た日本の芸術文化の発信拠点としての活用も強く期待さ
れている。国交省では平成 29 年度より「海外日本庭園再
生プロジェクト」を実施し海外日本庭園の修復と維持管理
体制や姉妹都市等の相互関係の再構築に取り組んできた。 
北米においては戦前の博覧会等をきっかけに造られた古
い個人邸の庭が一般公開されているものを始め戦後の日
米友好や姉妹都市締結を記念して造園された公共の庭園
が多数現存し、その数300は下らないと言われている。そ
れらの来場者数は年々増加の傾向にあり、庭園の運営形態
や諸問題もそれぞれ異なった状況があることから、2011
年にはそれらのネットワーク構築と情報共有を目的とし
た「北米日本庭園協会（North American Japanese 
Garden Association : NAJGA）」が設立された。北米諸
都市を巡回しながら隔年で行なわれているNAJGA国際会
議では、日本からのゲストスピーカーによるレクチャーを
始め、日米を中心として世界各国の研究者や庭師らによる
研究発表や現状報告が行われ、もはや北米の庭園のみなら
ず世界的な日本庭園のネットワークが構築されつつある。 

 
b. 庭園と社会をつなぐ 
ポートランド日本庭園は 1963 年のオレゴン日本庭園協
会創設以来、独自のディレクターシステムによって日本の
庭園の様式美を濁すことなく拡張を続けてきた。1991 年
には一旦庭園の造景と管理術継承が完成されたとしてデ
ィレクターシステムを停止するが、その後も米人技術者の
手によって熱心に管理が行われ、たった 50 余年の歳月で

現在のような重厚な庭園景観をつくりあげてきた。札幌市
との姉妹都市締結を建基として造営された当庭園が永き
に渡りこのポートランドで愛されてきた背景には、元来よ
り市民が持つ異文化に対する寛容さや好奇心旺盛な気質、
自然環境や QOL に対する高い意識が根底にあるだろう。
その後、混沌とした世界情勢や環境問題の深刻化から、よ
り積極的な共生社会を求める世界的機運の高まりを受け
て、2005 年に CEO に就任した Stephen D.Bloom 氏が
庭園運営を刷新。2008 年に新たな役職として Garden 
Curator に内山貞文氏、Art Curator に Diane Durston
氏を任命した事で、ただの日本庭園としての存在を超えた
劇的な「場所」へと発展していく。内山氏は、日本庭園が
元来備えている様々なアクティビティを叶える場所とし
ての性質に注目し、日本の節句行事などを体験できるイベ
ントを積極的に取り入れることで、感覚的・知覚的にもよ
り充実した異文化間理解（Intercultural Communication）
の要求に応え得る空間へと変えてゆく。これは、日本では
いつしか「物」となり鑑賞と保存の対象となった日本庭園
に対して、「庭園を使う」という忘れかけた価値観に対する
提言であり、真の意味で庭園文化を継承してゆくための方
法と言える。内山氏の仕事は、ガーデナーやボランティア
スタッフたちの指導、樹木の剪定講習会などの市民向けワ
ークショップの開催、米人造園家に向けたセミナープログ
ラムの構築、メディアへの発信、北米日本庭園協会
(NAJGA)の組織など多岐にわたり、ゼネラリストとしての
造園家を体現している。Durston 氏は、2008年の就任以
来、30件を超えるArt Exhibition を庭園内のパビリオン
で企画してきた、日本庭園専属のArt Curator である。彼
女が企画するExhibition、”Art in the garden series”は、
東西の文化を併置するような手法を軸に、作品や作家のも
つ歴史やストーリーに注目しながら、東西を「つなぐ」こ
とをコンセプトとしてきた。それらの企画は、庭園で行う
事による臨場感を最大に活かして、美術館では体験するこ
とができない感応的な体験を創り出し、多くの支持者（ド
ナー）を獲得する。このようにしてポートランド日本庭園
は独自のブランディングに成功し、多くの市民や観光者た
ちと日本の芸術・文化を通じて自然の尊重や世界平和とい
ったメッセージを体験し共有することができる特別な「場
所」となり、現在300人以上のボランティアスタッフを抱
え、年間45万人が訪れる一大文化施設へと成長を遂げた。
そこには常に庭園と人との Interactive な関係がある。
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2. ポートランドの街づくり -３つの“ I ” -
 
a. Stump town からGreen city へ 
西部開拓時代より農林業で急速に栄え、その後も自然を
顧みる事なく製鉄、造船、輸送、貿易の拠点として工業化
したポートランド市は、かつては”Stump town（切り株の
町）”と呼ばれた時代があった。しかし、1960-1970年代、
都市の再開発計画に伴って住環境に対する市民意識が高
まり、ついには当時の市長と市民の働きによって市の中心
を流れるウィラメット川沿いの高速道路を移設し公園化
する歴史的取り組みに成功した事で街は大きく転換。
“Portland Way”と呼ばれる「市民・行政・事業者・公共機
関」が一つの街のステークホルダーとして対等の関係を維
持し、理想を共有しながら充分な話し合いを行い、時間を
かけて街をつくっていくという独特な手法が生まれた。そ
れにより、ダウンタウンに徒歩 20 分圏内のコミュニティ
をつくる「小さな街区計画」、街に賑わいを生むために街区
の就業・居住者人口を整える「建物のミクストユース化」、
郊外の農業を守るために都市のスプロール化を防ぐ「都市
成長境界線」、複数の街区が結託して環境目標を共有する
「エコディストリクト」、持続的な雨水利用をはじめ持続
的都市構造を目指した「グリーンインフラ」等々といった
先進的な取り組みが次々と導入され、サスティナブルでコ
ンパクトな環境先進都市、”Green city”として転生した。 
 
b. Interactive な街づくり 
その市民（ポートランダー）たちの理想は都市公園の在り
方においても垣間見える。それは、ただ単に植物や水が配
置された物質的な公園から、より自然というパートナーと
の Interactive（相互作用・対話的）な関係を求める「場所」
としての性質を求めたところだ。都市再開発時に市内に造
られた Lawrence Halprin の三つの作品群 “Lovejoy 
Plaza” “Pettygrove Park” “Ira Keller Fountain Park（右
下）” の存在がそれを物語っていると言える。 
 Lawrence Halprin（1916-2009）はアメリカ西海岸を
代表する造園家、環境デザイナーである。彼の配偶者Anna 
Halprin は著名な舞踏家であったことから、舞台芸術の創
作や鍛錬におけるワークショップの概念を公共空間のデ
ザイン手法に転用した最初の造園家と言われている。彼ら
が掲げた RSVP サイクルというワークショップの概念は、
創造性の開発という点において後世のあらゆるものづく
りの場面に大きな影響を与えた手法である。彼は自身の公
共作品をStageと位置付け、その制作プロセスにおいて市

民とのワークショップという対話的な手法を用いること
で、公園を市民自らの生活の「舞台」としてデザインしよ
うとするところに特質があった。彼が目指したのは人間中
心の都市デザイン、そのデザインボキャブラリーとして自
然景観の構造を生態的且つ抽象的に引用することで、そこ
に人間が生物として必要とする普遍的要素を見出そうと
する。都市と自然という対照的な概念の狭間にこそ人間が
人間らしく暮らす在り方があるという信念のもと、制作プ
ロセスにおいてそこに暮らす人間同士の相互作用を創造
的に収斂させることで、単なる「空間」を超えた強烈な「場
所」としての性質を持った公園を生み出したのである。 
 ポートランドの街づくりにおけるステークホルダーには、
“Neighborhood Association”という最小単位の住民組織
がある。これも1970年頃の都市再開発を建基に組織化が
進んだ、市民と行政との対話的関係を築くポートランドの
象徴的存在と言える。ポートランドでは、このような組織
で市民ら自らが意見を共有し、街づくりに対して草の根的
に行動を起こすことが一種の住民文化のようになってい
る。それは市民一人ひとりに内在する理想を様々な手法で
顕在化し活動に巻き込んでしまう力（Involvement）によ
って雪だるま式に大きくなって行く。草の根的な最小単位
の意見が発言力を持つことで、街づくりはより包括的
（Inclusive）なビジョンへと向かうのである。ここで忘れ
てはならないのは、ポートランドの街づくりにおいて以上
の３つの“I”、Interactive・Involvement・Inclusiveness を
満足させるために非常に長い時間をかけていることであ
る。日本の街づくりが年度内の成果主義的であるのに対し、
ポートランドでは数十年単位での成果を見つめ、そのプロ
セスに重きを置く。市を分断するウィラメット川の両岸を
繋ぐ緑道“Green Loop”を中心とした広域都市計画
“Central City 2035”では、2035 年の街づくりに向けた
住民ワークショップによる対話が既に進行中である。 



 

ポートランド市民のグリーン・エコライフ  細野達哉 2020,2 ワタリウム美術館 庭園倶楽部 

- 4 - 

3. ポートランダーの価値観 -感応と共有- 
 
a. Space を Place へ 
当初から比較的宗教戒律の緩い北欧系の移民が多かった
ことに加え、サンフランシスコを発端としたヒッピー文化
の興隆をまともに受けて、ポートランドには西海岸特有の
リベラルでカジュアルな気質がある。かねてより市民たち
がゲイやストリッパー、ボヘミアンなどの様々な個性を排
除する事なく受け入れてきた事で、寛容性が高く開放的な
コミュニティが生まれ、現代の創造的でイノベーティブな
街をつくりあげることになった。 
契機となった都市再開発以降、市民たちは常に物質的な
豊かさよりも精神的・感応的充足を求めてきたように筆者
には感じられる。「感応」という言葉を用いたのは、その時
その場所において五感でしか感じ得ない情報に対して素
直に応じることに価値を見出していると考察したためで
ある。情報化社会と言われて久しく、あらゆるものが情報
に置き換えられて伝達、共有される時代の流れの中で、ポ
ートランダーたちは必ずしもそれに依存しない。電子情報
に置き換えられない感応的な体験を創り出し、それを皆で
共有しようとするところに彼らの特質がある。例えば、味
や品質、製法、栽培管理まで徹底的に追求したサードウェ
ーブコーヒーの潮流やクラフトビール、オーガニック食材
といった食や農に対するこだわりはすごい。味覚は感応の
共有の最たる例であり、たとえ採算が合わないような事業
であっても彼らは共に価値を分かち合おうとする。 
また、この特質は街づくり活動においても顕著だ。ポート
ランドに拠点を置くNPO法人 “depave” は、駐車場や未
使用地、私道などの不透水性舗装を市民自らの手仕事によ
って剥がす作業をイベント化することで、雨水汚染や地下
水の涵養といった環境改善を実利的な目的としながら、エ
コロジーや住環境に対する問題意識や理想を共有する取
り組みで多くの実績がある。“The City Repair Project” 
とう民間組織では、公共スペースの創造的再生を掲げ、住
宅地の道路交差点に大きな絵を描くイベントなど市民ボ
ランティアによるパブリックアート制作活動が注目を集
めている。これらは肉体的な作業やアート制作といった集
団での体験を通した達成感や感動の共有を通して Civic 

EngagementやCommunity Developmentといった理想
の街づくりに対する市民意識の創出に取り組んでいる好
例だ。ポートランダーは実利的な「物」を通して感応的な
「事」をつくり、それらを皆で分かち合うことに常に価値
を置いている。これらはPlace Making と呼ばれ、単なる
Space（空間）を人々の息吹によって存在意義のあるPlace
（場所）へと転生させるという、ドラマチックなまちづく
りの形である。 
 
b. 価値観のビジュアライズ 
 ポートランドの街では、4つの「見える化」が起こってい
ると筆者は感じている。一つ目は「街の見える化」。市のダ
ウンタウンの一部では、ビルの一階テナントは店舗利用と
し、ガラスによるファサードとすることがガイドライン化
されている。これによりウィンドウショッピングが楽しめ
るだけでなく、店内から見える街路樹や歩道を行き交う
人々、車や路面電車がガラス越しにフレーミングされ劇的
に映ることで、街の営みが審美的に印象付けられる。二つ
目は「雨の見える化」。グリーンインフラの導入にいち早く
取り組んだポートランドでは、Bio swale（俗に言うレイ
ンガーデン）が至る所に設けられており、その雨水を浸透
させるための構造が建築構造物やアートと一体化した多
様なデザインボキャブラリーによって市民を楽しませて
いる。三つ目は「農業の見える化」。都市と近郊農業の両立
を図るUrban Growth Boundary（都市成長境界線）を持
つポートランドでは、市街地に農地がほとんど無いが、代
わりに農家直営店が並ぶファーマーズマーケットが毎週
ダウンタウンで開催される。オーガニックスーパーも多く、
売り場には農家のプロフィール写真やメッセージが掲げ
られ、ダウンタウンに暮らしていても農業がとても身近に
感じられる。4つ目はPlace Making による「コミュニテ
ィの見える化」。春夏は市民主体の催しが大変多く、中でも
中心市街地で毎月行われるアートイベント“First 
Thursday”や毎週土曜の“Saturday Market”などは地元
の人々の価値観を知ることができる名物イベントである。 
際立った観光資源の無いポートランドが近年人気を集め
る背景には、このような感応的体験を共有しようとする市
民の価値観が鍵になっていると思う。ポートランドはこれ
ら市民や企業の価値観をブランディングし観光資源化す
ることによって街おこしに成功しているのである。 
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4. 生物文化多様性空間モデルとしての日本庭園 -共生の技と心- 
 
a. ニュートラルからの再定義 
私が今回の渡米を含めて現在までに世界２４カ国を訪れ
それぞれの庭園様式や空間文化を経験してきた中で悟り
得たことと言えば、結局のところ「我々がいかに独特であ
るか」という帰納的な結論であった。例えば、一目で庭師
と分かる装束が他の国にあるだろうか。さらに我々には庭
師専用に鍛えられた道具が数多あり、繊細な仕事を可能に
する独自の言葉も持っている。そのように考えると、日本
庭園が必ずしも有形の存在のみではないことに気がつい
てくる。庭園は「人」が関わり続けることによって初めて
存在し得る虚構であることを忘れてはいけない。ポートラ
ンドの街とポートランド日本庭園の運営から学んだこと
を一言で表現するならば、ずばり“Humanity”である。民族
が平和である、家族が幸せである、人が自然であるという
人類普遍の理想と日本庭園は、ポートランドの街の理想と
共鳴し、見事に繋げられていた。これからは、庭の専門家
だけが庭園文化を再興できるという固定観念は捨てる必
要があるだろう。広く社会を見つめ、一旦我々の分野をニ
ュートラルに捉え直し、その最小単位であり母体社会でも
ある「人の営み」に照明を当ててみたい。その中で生まれ
た「職能」と「価値観」にこそ、我々民族が培ってきた自
然共生の技と心が刻み込まれている。いま国際社会が日本
庭園に求めているものは、有形の庭園そのものだけではな
く、自然と人間の持続的関係をつくってきた我々の叡智な
のである。それを未来に還元するのは、紛れもなく我々の
役目のはずである。 
 
b. Biocultural Designer としての庭師 
Biocultural Diversity（生物文化多様性）という言葉があ
る。日本では2016年に金沢市で第一回アジア生物文化多
様性国際会議が開催されたばかりだが、この国際的動向は
従来のBiological Diversity の考え方が捉えきれていなか
った自然と人間の営みの関係の部分を補完し、我々の将来
にとって本当に持続的な取り組みについて世界中が気づ
き、動き出したことを伝えている。また、これは世界中の

民族それぞれの文化に自然共生の営みが存在することを
認め、その叡智を学び合う取り組みでもあると言える。私
はここに、日本の造園家の新たな時代における大義と職能
の再定義の可能性を見出したい。日本の庭園に「日本式庭
園」としての確固たる姿を与えている「自然の尊重」とい
う思想に基づきながら、時代の生活様式や芸術・娯楽など
の様々な要素を高度な空間美として調和させ、且つ土地の
条件や風土に根ざして多様な発達を遂げてきた日本庭園
の特質を、改めて世界に向けた「生物文化多様性空間モデ
ル」として捉え直し、持続的で豊かな都市づくりに活かし
たい。いま日本の造園家は何のために庭を学び造るのかと
いう疑念の中で職能のプライドとモチベーションを失い
つつあるように感じている。自然と芸術文化の両者を知り、
その関係性をハード・ソフト共にデザインできる職能が求
められている今こそ、日本の庭師は世界が求める新たな視
点から、”Biocultural Designer”というジョブタイトルを
ヒントに将来像を見出せるのではないだろうか。 
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